
2012／3／3

ジェンダーと災害復興
2011年韓国調査
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冨要慧解毒主要発据鮎資学費空弄真金細長・

韓国　国家安全管理基本計画
2010－2014年

「安全な都市・事業推進」の概要において「子供
が安全な都市、女性を含んだ社会的弱者を配
慮した都市など地域別特性に合う多様な事業
を通じて安全都市事業を推進」

社会的弱者としての記述であるが、災書弱者
と受け取られる可能性がある。

女性を主体として位置づけることが必要
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復興に向けてのまちづくり（山崎）
・被書：600億ウォン韓国社会からすると大きな金慮

・移転の特もあり、まちは存亡の危機に立たされた

・農業以外に何らかの環境を活用できないか？

●卓然環境＋防災これを売廿にして農業以外の活性化を図

・防災体験のまち　自主学習勉強会　農村体験もしてもらう

・需要としては、自主防災組織や小中学校を念頭

・前の里轟の復興コンセプトを今の里長が継承している

インジェ郡での聞き取りから（松岡）

・災害復興と地域振興の接合
‘→インジェを防災体験の町に

・行政の支援だけでなく、一般市民からの寄付
を募訂■　　被害の圭伝

・避難所は男女別の空間になる
・災害が伝統や日常を見直すきっかけになる
民族衣装を着る習慣の復活など

・避難所の中で、細々とした雑用を女性が行う

災害時におけるジェンダー（山崎）
・里轟の妻として、給食支援チームのリーダーをしていた
・避難所では1騰が男性2階が女性であった
・蒙事の仕事が増えたが、掃除が大きな仕事であった

男は細かい掃輪をしない
・里長の両親の家を頼るのは世間体が慕い（2日日から世階

に）
・2週間後に匿著が来て、相磯を受けて気分が集になった
・2週間後に子どもは親戚の蒙に行かせた（1ケ月）
・男女の役割は逢う

男：Tや外部からの支援物資の受け取り
女：雷覆爛理分配

・婦人会の意義は大きい子どものせ緒食事などの雑用
・全体的に見て、女性への配慮はあったと思う

災害とリーダーシップ（松岡）

・物資をどう記るか

・人をどう勤かすか
リーダーの考えが霊要

・災書が起こる前からの拳儀の重要性

・防災の専門家の養成、女性の防災分野への
参画


